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夕食材料宅配についての実態調査

○伊藤順子大河原悦子佐々木洋子河野昭子{大手前栄養文化学院}

,目的：近年、外食や調理済食品の利用が増加している中で、夕食材料宅配につ
脳て、実際に宅配を受け、夕食としての栄養バランスや利用時の利点、難点に

ついての調査ならびに考察を行うことを目的とした。
方法：大手夕食宅配メーカーのファミリーメニューを4 0日間購入し、鮮度、
1品質、重量等の確認後、調理、試食を行った。栄養的観点からは、パソコンソ
フトを用いて、各栄養素量を算出し、夕食としての栄養バランスを調査した。
またメニューに一品（主に緑黄色野菜）を追加し、それによる栄養バランスへ

の効果を調べた。
結果：食材の鮮度、品質、記載重量は、おおむね良好であった。主な栄養素に

ついては、生活活動強度Ｈ、平均身長、｀平均体重の20才の女性を基準として、40
日間め平均値の、所要量ならびに目標量に対する割合を算出した。エネル
ギー、食塩は40%前後であったが、タンパク質、脂質、コレステロールは50～60

％。Ca、食物繊維は20%前後であった。 CaとＰの摂取比率は1:3であった。脂
肪酸については、S :m：Ｐは1: 1.6:1、n-6 /ｎ-3は3であった。追加メニュー
により、Ca、Feなどのミネラル及びビタミン類、食物繊維には補足効果が認め

られた。個々のメニューにおいては、バランスの良いもの、悪いものを取り上
げて、内容を検討した。
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服装規範の許容範囲測定の試み（第２報）
○杉田洋子＊　福井典代¨　　藤原康晴¨
　（’國學院大栃木短大≪ *鳴門教育大）

中に漠然とした形で存在し
るかの判断にはあいまいさ

あいまいさの判断をファジイ評定法（尺度にカテゴリーを設けず、
を用いて測定し、ファジイ評定によって得られるあいまいさの程度
きく、重大な規範では小さくなるかどうかを、前報でぱ評定者自身
果を報告した。本報告では、「丿投に世間の人々は、その服装をど
えているとあなたは思いますか」という設問で測定した主観的な世

間の評価の結果を報告する。
　方法　測定方法は場面、服装とも前報と共通である。場面はフォーマルの「紀虜§の披露
宴」から、カジュアルの「コンビニへの買い物」までの４場面を選定し、服装はサースト
ン法に準拠して選定したドレッシイからカジュアルまでの４種の服装を提示試料とした。
この４種の各服装を上記の４種の各場面で着用したときの「ふさわしさ」の程度をファジ
イ評定法（尺度上にもっともよく当てはまる点（「SD評定値」）とその許容範囲を横長
の円によって示す）を用いて測定を行った。
　結果　各場面における各服装に対するふさわしさ
価」について測定した結果、場面では、「大学の授
カジェアル」と「フォーマル」が中程度の場合に評
また、「世間の評価」におけるＳＤ評定値は先に報
「ふさわしくない」側にあることがわかった。

66

「世間の評

なでは、「

よりもやや


